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教師教育研究 第12巻

福井大学連合教職大学院と福井県教育委員会の

協働による教師教育

淵本 幸嗣

1.は じめに

福井県の児童生徒の学力や体力が上位であることが、

マスコミ等で話題になっている。書籍も数多く出される

ようになった。

また、他県から、1年 間にわた り福井県の小中学校に

教員を派遣する県が、毎年10県 を上回るようになり、

年間約2,500名 の方々が全国か ら福井県の学校視察に足

を運んでいる。また、最近では、海外からの視察も増え

ている。

マスコミ各社は、国の学力 ・学習状況調査の公表の際

に、勤勉で真面目に頑張る福井県の教員や 子どもたちの

姿についてコメン トをしているが、福井県教育委員会 と

福井大学教職大学院との実効性のある連携については、

あま り報道 されていない。

福井大学に教職大学院が開設されて、10年 以上の月 口

が流れた。福井県教育委員会と福井大学教職大学院 との

協働 により、福井県の教員養成、教員採用、教員研修の

内容やシステムは、大きく変わった。

免許更新講習、新任教頭研修、中堅教員研修、マネジ

メン ト研修、教員育成指標の作成等、他県では見ること

のできない両者のコラボレーションによ り、福井県の教

員研修のシステムは大きな変革を遂げた。

とりわけ、教員の働 き方改革を意識 した教員研修の見

直しと教員免許吏新講習を 体 化 した改革は、省察的実

践家が協働で学び合い、記録する先見的な取 り組み とな

った。教職 とい う長い実践的な歩みが、10年 ごとに自分

の省察的な記録 として積み重ね られていくことになるか

らである。 ドナル ド・A・ ショーンの実践から生み出さ

れた理論 と呼応す る画期的な教師教育の改革となった。

それは、働き方改革が声高に叫ばれている現状を逆風

として とらえるのではなく、まさに神風 として個別に細

分化された レクチャー型の研修体系に大銑を振 るうこと

となった。

平成30年 度からは、免許更新講習を福井大学で受講

することが悉皆 となり、福井県の教師教育に大きな責任

を持つこととなった。教師の成長を支えるとい う実践的

な研修の仕組みが整い、教師集団の同僚性と専門性が格

段に向上 してきている。

私は、中学校教員 として3校19年 間の勤務の後、福

井県教育庁で義務教育全般、幼児教育センター、人事給

与関係の業務を担当し、通算12年 間勤務をした。ま

た、平成19年 から3年 間は、県派遣の実務家教員 とし

て、福井大学教職大学院の設立に関わ り、平成26年 か

ら2年 間は教職大学院の拠点校である福井市至民中学校

の校長 として勤務 した。

38年 間の教職人生の うち、小中学校の管理職 と関係機

関勤務を合わせると丁度半分の19年 になる。定年は、

福井県教育庁企画幹(義 務教育)で 迎えることとな り、平

成30年4月 からは、福井大学連合教職大学院の常勤ス

タッフとして再び大学で勤務す ることになった。

ここでは、福井県教育委員会 と福井大学連合教職大学

院 との教師教育に係る実効性のあるWIN・WINの 連携に

ついて明らかにしたい。それは、教員研修を協働で推進

することで教師教育の質を高めてきた実践であり、広く

発信 したいと考えたからだ。具体的には、免許更新講

習、マネジメン ト研修、関係機関との連携の在 り方につ

いて省察する。

「ソサエティ5.0」、「VUCA」 と呼ばれる不安定で

複雑な社会の到来の中で、教育現場は、多様なニーズに

困惑 している。福井県の教員は、専門職であることに誇

りを持ち、実に熱心に働いている。ただ、働き方改革の

中で右往左往 していることも事実であり、荒れた海の中

でどのように進む とよいか羅針盤 を探 しているよ うでも

ある。福井県教育委員会 と福井大学連合教職大学院に

は、その羅針盤 を創 り上げ、未来を見通 し、教員が安心

して教育を実践できる環境を整える責務があると考え
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る 。

皿.福井県教育委員会と福井大学教職大学院の連携

1.免 許更新講習における連携

1)免許更新講習で問われる教職大学院の力量

法令改正により、教員免許状の有効期限が10年 間と

な り、免許更新講習が始まった。平成19年 に予備講習

があ り、平成20年 か ら本格的に開始された。

平成19年 は、私が福井大学教職大学院の開設準備に

参両 した年であり、教職大学院の組織づ くり等で1亡殺さ

れていた頃であった。教職大学院での学びをどう軌道に

乗せてい くかとい う大きな課題 に加えて、免許更新講習

の中の必修部分について、教職大学院のスタッフが引き

受けるという厳 しい状況に追い込まれることになった。

その頃、私は、教職大学院に入学する現職教員の定員

が15名 であるとい うことに対 して、「福井県の教員が約

8,000人 いるとして、15名 程度の ミドル リーダーを育成

することに関与できたからと占って、それでどれくらい

福井県の教育が変わるとい うので しょうか。」 「それは、

池の中に小石を投げ込むようなものでしかないのではな

いですか。」とい うようなことを発言していた。

今、当時のことを振 り返ってみると、「とりあえず15

名の定員を満たして、その状況を手堅 く守っていけれ

ば、文部科学省の評価に耐えることができるだろう。」

「免許更新講習そのものに反対 しておけば、而倒なこと

に関与 しなくて済む。」 と考えても不思議ではなかった

と思 う。

しか し、鳴 り物入 りで開設 した教職大学院のスター ト

を支えたスタッフは、「教員のリニューアルに関与する

免許更新講習から逃げていていいのか。」「15名への関与

で閉 じていていいのか。」 「自分たちの講師謝金は返Eす

るか ら、そのお金で現職の校長、教頭をファシ リテータ
ー役として講習に参加 してもらお う。」「兼業 ・兼職願い

を教育委員会に提出すれば、可能なはずだ。信頼できる

メンバーは、必ず確保 します。」とい うように教師教育

に対する責任感を強く持っていた。それで、大変だけれ

どもやるしかないとい う結論に至った。

しか し、その決断はもろ刃の剣 であり、教員志望の学

生相手ではなく、現場で懸命 に働いている経験豊かな教

員に対 して、大学がどのような講習をするのか、大学の

力量や在 り方が問われ ることでもあった。できれば避け

て通 りたいような逆風だが、教職大学院の学びを広 くア

ピールする場にす るとい う視点に立てば、それは逆風で

はなく、む しろ神風が吹いたと捉え直 していた。

「どうせやるならば、自分たちが考える教師教育を展

開 して、教師が専門職 として、仲間と共に聴き合い、語

り合い、省察 し合 うことを大切にして、長きにわたる自

身の実践を振 り返 り、意味づけるような記録を積み重ね

ていくことに力点を置く講習を口指そ う。」とい うこと

で、福井大学教職大学院は船出 した。何 となくよそよそ

しかったスター ト期の隙間風は 掃 され、本気モー ドで

エンジンが始動 したのである。

この時の状況については、教師教育2号 ・3号 に書き

記したので、今回、久 しぶ りに読み返 した。記録を取っ

ておいたお蔭で、当時のことがよく思い出された。

教師自身が、これまでの実践を 「3つの種」 としてま

とめ、それを互いに語 り合い、聴 き合 うことから始まる

本学の講習は、他大学のレクチャー型、マスプロの講義

型講習とは決定的に違っていた。福井大学教職大学院で

は、専門職 としての 二々いの実践 をリスペク トして、 二々恵

的に学び合 うスタイルを一貫して尊重 してきた。

今でこそ、福井県の教員研修では当た り前になってい

る少人数によるカンファレンス方式や校種、年齢、専門

等の壁を越えたクロスセ ッションを現場の先生方は経験

することになった。

崇高な理念や構想はあったものの、初年度の参加者の

中には、免許更新講習の制度の実施 に反対 して、「この

よ うな講習は、けしからんものであって、何 としても潰

してやろ う。」とい うようなアンチ免許吏新講習の教員

がいて、福井県だけではなく全国から猛者たちが集まっ

てきてお り、 どうなるか不安でもあった。

必修講習3日 間 と選択講習2日 間の全ての内容を教職

大学院のスタッフと教員たちがや り遂げた時に、会場か

ら温かい拍手が起こった。あれほど評判が悪かった免許

更新講習なのに、福井大学のや り方が認められたのであ

る。 この経験は、大きな自信 となった。教師の力量形

成、教師の資質能力の向上のためには、 どのよ うな研修

スタイルが最も効果的であるかとい うことを、免許更新

講習 とい う実践の中で証明した。それは、講習スタイル

が 「講義型 ・レクチャー型」から 「専門職同士が省察的

に学び合 う型」へ と転換す ることであった。この時、こ

のよ うな新 しい研修のや り方を教職大学院は手に入れた

のである。

この考え方、システムは、教職大学院のラウン ド・テ

ーブル、月間カンファレンス、夏季冬季の集中講座でも

取 り入れられている。福井県の教師教育は、このように

平成19年 から大きな改革を遂げることになった。

2)新 任教頭研修と免許更新講習のコラボレーション

その後、福井県教育委員会 と福井大学教職大学院は、

免許吏新講習のファシリテーター役 として新任の教頭先

生に参画 してもらうとい う、斬新なシステムを開発 し

た。

どこの都道府県も教頭研修 を実施 している。私 も平成

17年 に福井市本郷小学校の教頭に昇格 した時に受講 し

た。それは、完壁なレクチャー型、インプット型、細切

れ型の研修であって、協働的、互恵的、省察的な研修で

はなかった。 どれも勉強にはなったが、 「この会場にい

る仲間たちと少 しは話 し合いたいな。」と思ったことを

覚えている。座学が続 くと集中力 も途切れてきて、睡魔

も襲ってくる。休み時間に 「このような授業をしてはい
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けない とい うことがよくわかるな。」とい うような声も

聞かれた。

この時の経験は、その後、私白身が教育行政や学校の

管理職になった時に生かされることになった。 どうせ教

員研修をするのであれば、どのような研修スタイルが望

ましいのか。 どのような教師教育や教師の成長を考える

必要があるのかを教えてくれる重要なヒン トとなったか

らだ。

平成22年 、私は、福井県教育庁学校振興課の参事 と

して管理職の研修を担 当することとなり、これまでの新

任教頭研修の見直しを実行 した。それは、福井大学教職

大学院が実施する免許更新講習に新任教頭がファシ リテ
ーター役 として参画す ることであった。新任教頭研修

は、悉皆の研修である。 これによって福井県中の教頭先

生(将来の校長先生)が福井大学教職大学院が考える教師

教育を経験することになった。

それは、教頭が、これからの教育においてはコンテン

ツだけでなく、コンピテンシーを身に付けることが大切

であることを再認識す る機会となった。また、ファシリ

テーター として教師集団の資質能力を向上させ ること

が、教頭の大切な役割であることもカンファレンスを通

して学んでいった。

学校改革を具体的に実現するためには、多くの条件が

揃わなければならない。その中で、管理職のマネジメン

トカや人材育成能力は決定的に重要である。いかに して

適材適所で教職員をまとめ、協働 で難局に立ち向か う

か。いかにして安心で安全な学校をつ くり、地域に開か

れた学校にしていくか。いかにして探究的な学びを充実

させ、 自律的な社会の形成者 を育てていくか。 より良い

学び舎を創 りEげ るEで 、管理職は極めて重要なポジシ

ョンにある。

しか し、現実には、管理職や指導主事になると免許吏

新講習は免除になり、次代の リーダーたちは、大学で未

来の学校の学び等について語 り合ったり、聴き合った

り、書き留めたりす る経験が不足 してしま う。

福井県においては、福井県教育委員会 と福井大学教職

大学院が協働研究をスター トさせているので、このよう

に教頭が免許更新講習に関わるとい うウル トラCが 実現

した。新任の教頭先生方は、レクチャー役ではなく、フ

ァシ リテーター役 として講習に参加する。そこでは、参

加者の実践に耳を傾け、やる気を引き出し、気持ちも新

たに未来の教育に立ち向かえるように、自身がコーチン

グを学ぶことにもなる。

平成30年 の免許更新講習では、かつて免許更新講習

を福井大学で受けたが、今回は、新任教頭 としてファシ

リテーター役を務めるとい う人も出てきた。 この講習を

通 して、福井の教員は、互恵的に学び合 うコミュニティ

を創 りだ している。

それは、世代間で学び合 う同僚性の構築であ り、福井

の教育の質の向Lに 大きく寄与するものである。通常の

講習が、マスプロによる講義型の単発で完rす るアラカ

ル ト方式であることに対して、福井大学のや り方は、今

目的な対話的学びを重視す るもので対極にある。

福井県の教員研修は、このような免許更新講習のや り

方を一つの手本 として、カンファレンス方式の研修会を

日常化 させている。福井県教育委員会 との協働で実効性

のあるシステムを確立 したことで、優秀な教員の実践記

録が、数多く残されることにもなった。

また、このような実践記録は、免許颪新講習等のテキ

ス トとしても活用 されてお り、毎年、多 くの教員に読み

継がれている。これ らの実践記録は、福井の教師文化の

質の高さを示すものであり、国内外か ら高 く評価 されて

いる。

福井県の教員は、長いスパ ンで自身の実践を振 り返

り、意味づける省察的な実践者 としての歩みこそ、教師

力の根幹であるとい うことを理解するようになった。今

日では、どの学校においても校内研修がカンファレン方

式 となった。校内研修の風景は大きく変わり、学び合

い、聴き合 うスタイルの研修が学校文化 として定着 し、

継承 されている。

3)働き方改革による研修の見直しと免許更新講習

福井県では、平成30年 度より福井大学連合教職大学

院が開設する免許更新講習の必修30問 分を福井県の教

員研修の悉皆研修にすることとなった。このことで、福

井県の全ての教員は、10年 ごとに自身の実践を省察 し、

記録 として積み重ねていくことになった。 自身の長きに

わたる教職の実践記録は、とりもなおさず教師 としての

成長の記録であり、同じ専門職である仲間たちと10年

ごとに省察 し、記録 し、次の10年 を見据えて リフレッ

シュすることは、これからの教師教育を考えるEで 決定

的に重要である。

しかし、このような取 り組みは、決 して楽なことでは

ない。それを証明するかのように、福井大学が実施する

このようなスタイルの必修講習の参加者は、年々減少気

味であった。仲間 と語 り合い、聴 き合い、考え合ったこ

とを自分自身の事 として捉え直して書き記すことは容易

なことではないか らだ。

「福井大学で免許更新講習 を受けるより簡単で手魅に

済んで しま う通信型の講習を受けよう。」と考える先生

方が増えてきていた。働き方改革が 洵 に進まない厳 し

い現実の中で、 口々悪戦苦闘されている先生方がそのよ

うに考えた としても、責めることはできない。

「それもそ うだろうな。現場の先生方は、いじめ ・不

登校対応、学力向上、保護者対応等、課題山積で年々忙

しくなってお り、その対策 としての研修が増える一方で

悲鳴を上げている。」とい うことを私 も認識 していた。

教員の残業時間についての質問は、議会で毎回、議論さ

れていたか らだ。

また、私自身が中学校の校長 を経験 した時に、「問題

行動のない平和な学校の先生でさえ悲鳴をEげ ているの

に、 日々荒れた学校に勤務 している先生方は、心を病む

歩 手前で、そのス トレスは最前線の戦場にいる兵士に

匹敵す る」 とい う新聞記事に衝撃を受けていたからだ。
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福井県教育委員会にとって教職員の働き方改革は、最

重要課題であり、働き方改革を担当する部署が、人事グ

ループの中に新設 されたことか らもその重要性が うかが

える。

その解決策 としては、部活動もせず、教材研究や行事

の打ち合わせもせずに、ただ、定時に帰るようにすれば

全てのことが解決す るのだろうか。保護者が帰る時間に

合せて家庭訪問をして、生徒指導上の相談や進路に関す

る相談をしている教員に残業時間を減 らす よう指導する

のであれば、人的な支援、バックアップが必要になる。

年休 も取れず、休み時間に トイ レに行 く暇さえもないよ

うな厳 しい労働環境を改善するためには、何 より国は、

教員定数の見直 しを実行すべきである。

人を増や さず、小学校の外国語の必修化、道徳の教科

化、プログラミング教育の導入を断行する文部科学省

は、教育課程を一層過密なものにしている。それは、働

き方改革に逆行す る動 きである。スクラップがなくて、

ビル トの津波が覆いかぶさっている。

こうい う状況にあれば、10年 ごとの免許更新講習は、

何 とか楽に済ませたいと考えても仕方ないようにも思え

る。

それなのに何故、福井県教育委員会は、福井大学教職

大学院での必修講習を悉皆としたのか。

その理由としては、先生方には、教員 として しっか り

と自身の教育実践を省察して、次の10年 を見据えた実

のある講習を全員にしてもらう代わりに、これまでの研

修体系については大きく改善をして、質は高めるが、集

合研修の回数や時間は大幅に削減 しよ うとしたか らであ

る。

福井県教育委員会は、30代 、40代 、50代 で行 う免許

更新講習を一つのつなが りのあるものとしてとらえ、福

井大学教職大学院での学びを高く評価 して、そこで学ぶ

ことで一本化 した。そ して、その経費については、県が

予算化 して、受講す る先生方は無料 となったのである。

「教員は、学校で成長する」

「教員は、仲間との協働研究で成長する」

「教員は、省察を繰 り返 して成長する」

「教員は、為す ことによって学び、成長する」

福井県教育委員会は、福井大学教職大学院等と教員育

成指標を作成する際に、専門職 としての教員は、学び合

うコミュニティの中で成長 してい くことを極めて重要な

コンセプ トとして掲げ、その軸として免許更新講習を位

置づけ、これまでの5年 経験者研修、10年 経験者研修は

廃止 した。このことは、働 き方改革にも合致するもので

あった。

端的にまとめるならば、これまでの研修を見直 して、

悉皆研修を減 らして、有料であった免許更新講習を無料

に したのだから、どこからも文句は出なかった。働 き方

改革があったお蔭で、このような大銘が振るえたともい

える。

当時、私は福井県教育庁に勤務 していたが、福井の教

師教育のダイナ ミックな改革に感動す ら覚えた。それ

は、県教委 と大学が、二人三脚で10年 以上の歳月をか

けて絆を深めてきた中での大きな成呆であったからだ。

教育県福井の教師教育が一層高度化 したことをここに明

記 しておきたい。

2.県 のマネジメント研修との連携

1)福 井県教育総合研究所の協働研究員

平成29年 度に、福井県教育研究所 は、福井県教育

総合研究所に名称 が変わった。そ して、組織改編の中

で先端教育研究センターが開設 された。福井大学教職

大学院か ら2名 が駐在 し、免許更新講習、課題解決学

習な どの新課題対策 を協働研究す る部署 である。

先端教育研究センターでは、福井大学連合教職 大学

院 との連携 のもとに、研修による人材育成方法が提唱

され ることになったのである。

平成30年4月 に私は、福井県教育総合研究所の先端

教育研究センターの協働研究員の辞令をいただいた。

私は、先端教育研究セ ンターで1年 間、協働研 究をす

ることになった。大学教官が、県の教育機関で兼職す

るのである。

また、これ と対を為す ように、福井県教育総合研究所

の先端教育研 究セ ンターの職員2名 が、福井大学連合

教職大学院の准教授 を兼職す ることになった。 このよ

うな双方向の人事が実現 したのである。 これによ り福

井県教育委員会 と福井大学連合教職大学院は、連携 とい

うレベルか ら接続 とい うレベルへ関係性を強めた。

先端教育研究センターの具体的な主な業務 として

は、次 のよ うなものがある。

1)福 井大学連合教職大学院との連携による免許更

新講習における必修講習の企画運営

2)高 等学校のPBL(プ ロジェクト・ベース ド・ラ
ーニング)の研究指定校との協働研究

3)福 井県教育総合研究所の所員研修会の企画

4)県 のマネジメント研修の企画運営

この中か ら県のマネジメン ト研修 について、以下に

論ず る。

2)県 のマネジメント研修への参画

ア.研 修の概要

学校 を取 り巻 く状況は、年 々、複雑化 、多様化、

深刻化 してきている。困難な課題 に個人で対応す る

のではなく、組織を挙げてチームで対応す ることが

求められている。その中で、 とりわけ管理職 の役割

は重要にな る。管理職には、適材適所で組織力 を高

め、 「ひ と もの かね 時間 情報」等 をや りく

りす るマネジメン トの資質能力が必要不可欠になっ
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ている。

平成29年 度 に、福井県教育委員会 は、将来、管

理職 を目指す中堅教員 を対象にマネジメン ト研修 を

実施す ることとし、その 目的を次の ように定 めた。

「学校経営の理論やそれ に基づいたビジ ョンを理

解 し、その改善のための方法を学ぶ学校組織マネ ジ

メン トと、教育課程 を編成 し改善するスキル を高め

るためのカ リキュラム ・マネジメン トに関す る研修

を行 うことで、中堅教諭等が管理職 を 目指す上で必

要な資質 ・能力を高めることを 目的 とす る。」

福井県教育総合研究所は、研修実施機関として、

以下のような概要でマネジメント研修を開始した。

〈マネジメント研修〉

(小20人 、中17人 、県立11人 … 合計48人)

市町ごとの推薦、校長の推薦による研修。修了者

は、人事記録カー ドに記載 され る。

a.学 校組織マネジメン トに係 る研修

・通信型研修の受講

・事前 レポー トの提出

・集合研修 でのカンファレンス

・事後 レポー トの提出

b.カ リキュラム ・マネジメン トに係 る研修

・通信型研修の受講

・事前 レポー トの提出

・集合研修 でのカンファレンス

・事後 レポー トの提出

c.ス カイプによる学校別協議 の実施

上記の レポー ト等で各校 の改善案を管理職

に提言す る。そのことについて管理職 が所感

を述べ、受講者 も含めて関係者 間で遠隔シス

テムのスカイプを活用 して協議 を行い、次年

度の学校経営につ なげる。

d.実 践報告書の提 出

A4版5ペ ージで実践 をまとめ提出す る。

e.成 果 の広報

各校種の代表者が、福井県教育総合研究所

の研究大会や福井大学ラウン ド・テーブルに

おいて、ポスターセ ッシ ョン等の発表 を行

う。

f.実 践記録 の冊子作成

研修生の実践報告書を配布する。

イ.研修の特徴

校内、校外で行われ るそれぞれの研修が、単発的なも

のではなく、つなが りやス トリー性を意識 して構成され

ている。このような連続性の中で、1年 間を通した実践

的な研修計画となっている。働 き方改革に十分配慮 し

て、通信型の研修や遠隔システムを活用 した学校別協議

を実施 している。集合研修を厳選するとともに、その集

合研修がそれぞれの学校での実践につながるよ う計画さ

れている。

福井県教育委員会が、将来の管理職を 目指す者を対

象 にして、マネジメン トカの育成 に本腰 を入れたのだ

か ら、市町の教育長や学校の校長 は、有為な人材を推

薦 し、小学校、中学校 、高等学校 、特別支援学校か ら

研修生が集 め られた。

私は、この研修 に企画から関与することになった時に

次のようなことを思っていた。

「通常の研修会であれば、年 に何 回かマネジメントに関

する講師を務めて終わりということになるのだろうが、それ

で、本当にマネジメントカがつくのか甚だ疑問である。だ

からと言って、あまり研修の回数や時間を増やすことにな

れ ば、働き方改革に逆行して、先生方を多忙 に追い込ん

でしまう。」

矛盾する難しい課題 山積の中での企画となったが、ス

タッフとの協議の中で確認したことは、次のようなことであ

った。

・それぞれの学校の実践に結びつく研修にする。
・集合研修 は、「学校組織マネジメン ト」 「カ リキュ

ラム ・マネ ジメン ト」の2回 に厳選す る。
・学校 の課題、実践の状況、マネジメン トの実際等 の

レポー トを年間を通 して4回 作成す る。

・年度末に研修の成果 と課題 にっいて、校長 と研修生

が同席 して、県教育庁 ・県教育総合研究所 ・福井大

学連合教職大学院のメンバー とスカイプを使 った遠

隔面談 を行 う。
・実践報告は、 レポー トの他 に教育総合研究所の研究

大会や福井大学連合教職大学院のラウン ド・テーブ

ルにおいて、ポスターセ ッシ ョン方式 で発表す る。

要約すれば、長 いスパ ンで 自律 的な学び を専門職で

ある仲 間とたちと協働 で展開す る実践的コ ミュニティ

の形成 を 目指す ものであった。それは、教職大学院の

学び と相似形 を為す ものである。

研修生たちは、 自分の学校の管理職に改善策を提案

し、そのことを踏まえて関係機関のスタッフ等 と協議を

する仕組みは、管理職である校長 を巻き込み、刺激的な

ものとなった。座学のアラカル ト研修は、どうしても受

け身でやらされ感が否めず、当事者意識があまり見られ

ないが、このシステムだとポジティブで積極的な関わ り

が多数見られた。

この研修では、管理職の立場になって初めてマネジメ

ン トを考えるのではなく、管理職の立場になくとも、そ

れぞれの役職の中で仲間を巻き込み、学校改革のための

創意工夫をすることの重要性を問 うことができた。 どの

研修生も学び続ける姿勢は素晴らしいものがあった。 こ

の研修で終わ りとい うのではなく、終わった後に管理職
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と協働で学校改革のマネジメン トをどのように継続 して

展開 してい くかが重要である。実践を省察して繰 り返す

中で確かな変容 も見られるだろう。そ う考えるな らば、

修了生の中から多 くの人に福井大学連合教職大学院の学

校改革マネジメン トコースの門をたたいてもらいたい と

思 う。

年度末 に研修生の報告をま とめた冊子を作成す るこ

とになった。 その中から福井県越前町立宮崎 中学校の

幸坂浩教諭の実践報告のまとめの部分 を抜粋 して、下

記に紹介す る。

ウ.県マネジメント研修の実践報告書の具体例

年間2回 の集合研修での学びを学校 に戻ってか らの

実践 に生か し、ス クールプランを推進 してい る。年間

を通 した教育活動 と研修が リンクすることが大切で、

これまでの研修では一度聴いた らそれで終わ りとい う

ものが多かった。 ここでの研修 は、学校の実践にいか

にっ なげてい くか とい うこ とを重要視 してい る。研修

を受 けた後に、 自分 たちの実践 を持ち寄 り省察す るこ

とが、次の実践へ とつながってい く。そのサイクル化

が重要なのである。

ここでは、一人の研修生の報告書のくま とめ〉を引

用 して、解説 を試みたい。

平成30年 度マネジメント研修実践報告書

越前町立宮崎中学校教諭 幸坂 浩

〈まとめ〉

マネジメン トの視点か ら、継続的な授業研究を軸に

した実践を捉え直す(評 価と改善)

この実践の柱は、授業改善である。学校における教育

活動の中核 は授業であり、子 どもと教師が授業 を通 じ

て育ち合い、信頼関係を構築 した り、家庭及び地域を巻

き込んで活性化を図った りす るためには、授業改善 と

その充実は不可欠である。しか し、日々の業務から授業

改善を図るための研修時間が確保 しにくいことや、お

互いに授業を公開し合 うことへの抵抗感があることも

事実である。

ここでは トップダウンで半ば強制的に授業改善を図

るのではなく、マネジメン トの手法を活用 して全教員

でSWOT分 析に取 り組み、問題点を出し合い、課題を

焦点化 して 目標を定めた ことに大きな意義があった。

全教員が共通理解 を図った口標 「主体的な学習意欲を

高め、深い学びが実感できる授業づ くりに努める」は、

結果的に校長が定めたスクールプランの重点事項の 一

つであった。年度初めに示されていたものだが、教員集

団で相互理解が図られ、そのもとで目標の実現に向け

て組織的 ・協働的に実践が進められたのである。

また、マネジメント研修の中で、実践を振 り返る視点

が次のように挙げられた。

① 具体的に、現在進行形で進められているか

② チームとして進められているか

③ 優先順位はつけられているか

④ どうなったら達成できたと判断できるのか

⑤ 誰 に対 してもわか りやすい取 り組みか

特に④について振 り返ってみると、ここでは各教員

が重点単元 を設定 して授業実践 してきたが、その過程

で子 どもたちの変容や成長を感 じ取ることができたか、

とい う点で評価 してみたい。そのためには、了どもの主

体的な学習活動を推進 し、その姿を丁寧に見取 り、語 り

合い、授業改善につなげることを、全教員で意識 して取

り組むことが必要だと考える。 この視点か ら振 り返っ

てみると、まだ不十分 さを感 じている。今後の課題 とし

て提案 し、次年度の実践に反映させていきたい。

〈解説〉

幸坂教諭 は、管理職や一部のカ リスマ教員 が個人プ

レイで研究を リー ドするスタイル ではな くて、語 り合

い聴き合 う関係 の中で 自分たちの学校の強み と弱みを

「見える化」 してい った。協働で話 し合 う中で大切 に

したいテーマがま とま り、それは、 とりもなお さず ス

クール プランで重要だ とされていることであった。 こ

の合致により、教職員全員が納得 できる形での授 業研

究が始 まった。そ して、実践 を続 けてい くとまた、新

たな課題に直面する。いろいろな視点か ら省察 してい

くことで、次 のアクションプランが見えてくる。プラ

ン ・実践 ・省察 ・アクシ ョンが繰 り返 され る中で コミ

ュニティとしての教師集団の力量が高まっていった。

他の学校の研修生たちも校長 との連携 を密 に して、

チームで学校改革に挑戦 した。本 当の評価は、1年 目

で全てが完了す るのではなく、省察 を加 えて、2年 目

3年 目へ と継続 してい く中で明 らかになっていくだろ

う。学校の改革 とい うものは、その様な時間軸で考え

る必要がある。

スカイプによる遠隔システムの面談を している中

で、 しば しば音声が途切れた り、映像が乱れた りす る

トラブルが起 きた。そのよ うな時でも、白板 を使 って

の筆談で難を しの ぐ校長先生 と研修生 との阿咋の呼吸

を見 ることができた。

「ああ、この学校 は、 このような関係性 の中で難局

に立ち向かっているのだな。」

「校長先生は、自分が作成 したスクール プランを研

修生の研修テーマ とリンクさせ なが ら前に進 めら

れたのだな。」

とい うことがよく分かった。決め られた台本通 りの文

章棒読みの ようなや り取 りではな く、アクシデ ン トに

うろたえることな く、 自分たちの学校の状況を協力 し

て伝えよ うとす る姿 を拝見 して、大 きな手 ごたえを感
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じることができた。

また、来年 は どんな実践が展開 されてい くのか、そ

れぞれの学校改革の続 きを見てみたい と思った。 この

ようなことを実現 させ るためには一層の連携が必要 と

な り、修了生が引き続 き福井大学連合教職大学院で学

ぶ ことがで きるよ うな新 しいシステムがあるといい と

い う思いを強 くした。

市町教育委員会の教育長 と話 を している中で、「福

井大学連合教職大学院の院生を推薦す ることと、福井

県教育委員会のマネ ジメン ト研修に参加す る教員 を推

薦す ることで人選に苦 しんでいる。」 とい うことを知

った。 どちらも将来 、地域の教育を リー ドしていくよ

うな有為 な人材である。二つの機 関での学びに誰 を推

薦す るのか本 当に悩 ましい。

「できれば一本化 して くれる とあ りがたい。」 とい

うことであった。市町教育委員会か らも接続 を希望す

る声があることを知 った。

この ことは、実施機関である福井県教育総合研究所

か らも同 じよ うな意見が出された。

「県 のマネ ジメン ト研修に参加す る教員を毎年募集

してい く際 に、定員割れにな ることは正直困る。教

職大学院 と教員 を取 り合 うよ うな構 図にな らないよ

うに、何 か人が集まって くるようなイ ンセンティブ

が付 けられないか。」

とい う要望であった。

この ように福井大学連合教職大学院の学校改革マネ

ジメン トコース と県のマネジメン ト研修 をつな ぐこと

は、平成29年 から県 と大学の担 当者で協議 されてい

たのである。平成30年 になってか らも 「修了生が教

職大学院に入学 しやすいシステ ムが創れないか」 と、

いろいろな可能性が話 し合われた。県 にとっても大学

に とってもウイ ン ・ウインの関係 であるばか りか、何

より現場 の先生方に とって、負担が少ない魅力的なシ

ステ ムでなけれ ばな らない。それを どの ように創 りだ

すか。それはまさに、両機関が協働 で知恵 を出 し合 う

先端教育研究セ ンターの真価が問われ るプロジェク ト

でもあった。

県のマネジメン ト研修は、今後、働 き方改革を進め

ていく中で、いかに して教員の資質能力を高め、学校

力を向上 させ てい くかとい うことに対 して、大きな可

能性 を持 っている。

そ して、そのよ うな貴重な実践が消 えていかない よ

うに、1冊 の実践記録集 にま とめられた。 これ らを読

む ことで、多 くの仲 間が 自分たちの実践 と照 らし合わ

せ て学ぶことができる。

どの ように働 き方改革が進 もうが、専門職である教

員 は、 自分たちの実践 を省察 して、学び続 けなければ

な らない。学ぶためには、箇条書きのものでは意味を

な さない。教員 は、ス トー リー性のあるナラティブな

記録 にま とめるカを身に付 けなければな らない。それ

が専門職の資質能力向上の根幹だからである。

その様な点からいえば、各学校が作成する研究紀要

には、まだまだ箇条書きが主流で問題が多い。多くの

人が読みたくなるような実践記録 となるような改善の

必要性もこのマネジメン ト研修で提唱したい。

そして、それが、教職大学院でより深い実践記録に

なることを心から期待したい。

県のマネジメント研修は、福井県の教員育成指標を

念頭に置いて企画されている。私は、協働研究員とし

て福井県教育総合研究所が作成した平成30年 度のマ

ネジメン ト研修の冊子において、文章を寄稿 したの

で、以下に紹介する。

「福井の教師教育」 淵本 幸嗣

平成30年 度の県のマネジメン ト研修 は、働 き方改

革 を十分に意識 したもの となった。学校 か ら研究所に

出かける時間や回数 をできるだけ減 らして、通信講座

な ど利用できるものは利用 して、いかに して学校改革

を進展 させてい くかとい う一点 に絞 って研修全体をデ

ザイ ンし、 コーディネー トした。

具体的には、 自分の学校の課題 を洗い出 し、いかに

して 「ひ と もの かね 時間 情報」をや りくりし

て改革 を推進す るかとい うことを考 えても らった。 当

然、管理職である校長 とのコラボレー ションは必須で、

年間を通 して、「何のために、何を実践す るのか」とい

うことを意識 しても らった。

これ までの研修 は、やや もす ると、勉強 にはなった

な と感 じて も、研修のその場 だけで終わって しまい、

仲間や管理職 との共有 とい う点 においては、若干の物

足 りな さがあった。学校改革には、実践の繰 り返 しが

欠かせ ない。一回だけで完了 とい うものではな く、失

敗 してもそれ は当た り前で、仲 間と実践を振 り返 って、

また、粘 り強 く次の挑戦 を続 けてい く中で、少 しずつ

進展 してい くものである。

当初 、研修 生の皆 さんか らは、「この研修 は、座学だ

けでは済まないそ。」 「スクールプランを切 り貼 りして

説明す るだけではだめなのか。」とい うような戸惑いの

声が聴 かれたが、「どうせや るなら意味のある実践に し

てもらいたい。」とい う信念で、事務局スタッフ と何度

も研修 の中身 に関す る打ち合わせ を した。

その結果、今回のマネジメン ト研修では、集合研修

を 「学校組織マネジメン ト」「カ リキュラム ・マネジメ

ン ト」の2回 に限定 して話題提供 を行った。それは、

あ くまでも学校に戻 ってか らの具体的な取 り組みにつ

なげることを意識 してのものだった。各学校の実践の

プロセスは、 レポー トとい う形式で記録 にま とめられ

てい くこととなった。きれいにま とめられた実践 も悪

くはないが、悪戦苦闘ぶ りが読み取れた時には、本物

の学校改革の手 ごたえを感 じた。

そ して、年末には、県教育総合研究所 ・福井大学連

合教職大学院 のスタッフが、管理職 ・研修生 とスカイ
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プを使って面談を実施した。研修生の意欲的な実践報

告を聴いた後に、次のような質問をさせていただいた。

「校長先生 は、研修 生の学校改革 に対 して、 どの よ

うな所感 を持ってお られますか。」

「次年度、スクール プランは、 どのよ うに変わ りそ

うですか。」

研修生の報告 を踏 まえて、熱 く語 られ る校長先生の

お姿 を拝見 し、年間を通 して実践的な取 り組みが行わ

れたことを確信 した。後 日、研修生の中か ら9名 の方々

には、福井大学の ラウン ド・テーブルでポスターセ ッ

シ ョンを しても らった。県内外、国外か ら約900名 が

参加 したラウン ド・テーブルではあったが、その中で

もマネジメン トコースの方々の発表は秀逸で、多 くの

参加者 が注 目した。それもそのはず、このよ うな取 り

組み は、全国 どこを探 してもないか らである。

県のマネジメン ト研修での学びは、教職大学院での

学び と相似形 を為 している。それで、修了者に対 して

は、教職大学院の履修単位の中の実習部分 の単位 と位

置付 けることが、県 と大学 とのや り取 りの中で認 めら

れることになった。 これによって、マネジメン ト研修

の修了生には、教職大学院の学校改革マネジメン トコ

ースでの1年 履修が見 えてきたのである。

働 き方改革の中でも、専門職 が仲間と実践 を通 して

学び合 うことは、極 めて重要なことである。既存の研

修等 を見直 して、価値あるものに仕立て直 してい くこ

とを福井県教育委員会 と福井大学教職大学院は、今回

も見事な協働 で成 し遂げた。 このことも明記 しておき

たい。

どの ような素晴 らしい教育実践や取 り組み も記録 し

ておかない と時の流れ と共 に忘れ さられ、消 えていっ

て しま う。今 回、 このよ うな形 で各学校の学校 改革の

在 り様 が記録 されたことは、福井の教育の大 きな前進

につながる。今後、このよ うな学校改革の物語 が記録

として積み重ね られ てい く中で、長期的なスパンか ら

の省察 も可能 とな るだろ う。それ らは、未来の福井県

の教育への確 かな贈 り物にな ると考えると実に誇 らし

い。

3.学 校 改革マネジメントコース

1)学 校改革マネジメントコースの新設

福井大学教職大学院では、長 らくス トレー ト・マスタ
ーコース とミドル リーダーコースの2コ ースを開設 して

きた。 ミドル リーダーコースの院生は、全校体制の授業

研究等に積極的に取 り組んできた。その後、管理職等に

なる者も出てきたが、学校経営とい う視点やマネジメン

トとい う視点でも学びたいとい う声が少なからず現場の

中か ら聴こえてきた。

もう一つのコース新設について、元福井市の教育長で

教職大学院の客員教授であった渡邉本爾氏は、教師教育

vol.7で ド記の様 に指摘 している。

「教職大学院が将来的にもその役割を果たすためは、

院生確保が大きな課題 となり、教頭 を目指す ミドル リー

ダーのためのコースと校長をめざす教頭のためのコース

を設置して、管理職 として学校活 性化のための諸問題に

ついて学ぶ体制を教育委員会 との連携のもとに実規する

ことが望まれる。」

このようなニーズに応えるべく、学校改革マネジメン

トコースが、平成28年 に開設 された。

2)リカレント教育の壁

中堅教員が、大学院で学び直 しをす る リカレン ト教

育 を推進するには、3つ の大 きな壁がある。一つ 目

は、大きな世代交代の流れの中で優秀な人材 を1年 間

も現場 を離れて大学院に送ることな どできないとい う

人材不足の壁である。二つ 目は、多1亡化 の中での時間

不足の壁、働 き方改革の壁である。三つ 目には、高額

な授業料の壁である。
一つ 目の壁 は

、福井大学では学校拠点方式を取 り入

れていることによって、ある程度 ク リア している。で

もその分、院生には、働 きなが ら院の学びを学校でも

して もらうこととな り、二つ 目の壁は決定的に高い。

そ して、三つ 目の壁が立ちはだかる。マネジメン トコ
ースの院生の中には、子 どもが大学生で県外に仕送 り

を してい るとい うよ うな人が多数存在す る。

「2年 間 も忙 しい思いをして、100万 円以上 も持ち

出 して学び直すなんて、 とても家族 に言 えません。」

とい う本音が聴 こえて くる。 ここではっき りさせてお

きたいことは、 「学び直す先生方への支援、学び直す

先生方 のいる学校への支援が致命 的に悪すぎる」 とい

うことだ。

このことを本気 で国が考え、支援す る政策を掲げな

い限 り、全国の教職大学院は慢性 的に定員割れ を起こ

すだろ う。新採用が大量に採用 され、講師 も不足す る

よ うな県においては、ス トレー ト・マスター コースの

定員 も集め られないだろ う。

福井大学においては、奈良女子大学、岐阜聖徳大学

と連合教職大学院を開設 したが、ス トレー ト・マスタ
ーコースも学校改革マネ ジメン トコースも定員 を集 め

ることに四苦八苦 している。

3)1年 履修の可能性

福井大学教職大学院の学びと県のマネジメン ト研

修での学びをつなぐための協議が、福井県教育委員

会 と福井大学 との問で、平成29年 から始まった。

協議を重ねた結果、平成32年 度から県のマネジメ
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ン ト研修修了者が、福井大学連合教職大学院の学校

改革マネジメン トコースの1年 履修 が可能 となるシ

ステ ムが創 り上げられた。 これ によって二つ 目の課

題 である時間の壁が、かな りク リア され ることにな

った。
一方で慌ただ しく学ぶのではなくて

、 じっくりと学

び直 したい とい う院生 もいる。現職 の教頭で入学 した

学校改革マネジメン トコースの院生は、2年 間ではな

くて3年 間で長期実践報告 を書 きあげた。教頭職は激

務 であるので、このよ うな措置 も整 えることとした。

要は、現場の先生方 のニーズに合わせた制度設計が必

要である とい うことで、柔軟に対応 している。

三つ 目の壁 である高額の授業料については、1年 履

修 とい うことになれ ば、かな り負担 が軽減す るこ とに

なった。更に大学は、奨学金制度 も整備 して、本気で

院生の リカ レン ト支援に汗 を流 してい る。 このよ うな

大学側の動 きを福井県教育委員会、市町教育委員会が

評価 したことはい うまでもな く、 「学び続 ける教師」

を大学 と歩調 を合わせて支 えてい る。教育委員会 と大

学の協働 による確かな信頼関係づ くりは、福井 の教師

教育の生命線 である。

両者の協働 で平成30年 に 「教育県福井」 を更 にブ

ラッシュアップさせ るための新たなマネジメン トに係

る1年 履修の画期的なシステムが構築 された ことを明

記 しておきたい。

4.関 係機関との連携

ここまで、福井県教育総合研究所 と福井大学連合教

職大学院との実効性のある連携の仕組みについて述べ

てきた。福井大学連語教職大学院は、この他の機関と

も協働研究をすることで信頼関係を築き、連携を強め

てきている。

1)福 井県幼児教育センターとの連携

平成24年 に福井県幼児教育センターが開設された。

福井型18年 教育を標榜する県教委は、幼児教育 と小学

校教育の接続の重要性 を具体的なものにするために、福

井県教育庁義務教育課内に福井県幼児教育センターを置

いた。幼児教育は、保育所、認定こども園、幼稚園の違

いや公立 と私立の違いが壁 とな り、併せて、文部科学省

と厚生労働省の所管の違いで、県の担当課 も教育委員会

と知事部局に分かれてお り、長く分断 された状況にあっ

た。

そもそも子どもの成長 は、連続するものであ り、行政

の縦割 り等の弊害は乗 り越 えなければならない。福井県

においては、議論の末に0歳 児か ら5歳 児までの幼児教

育を義務教育課の幼児教育センターが担当す ることにな

ったのだ。

その立ち上げの時から、福井大学教職大学院の松木教

授 と岸野准教授は、協働研究の要 として、センターの機

能強化に関わってきた。その当時、義務教育の教員の丁

厚い研修に比べて、幼児教育関係者の研修は、必ず しも

十分 とは占えなかった。

幼児教育センターの業務の中で極 めて重要な取 り組み

が研修体系の確立であった。教職大学院が関わることで

福井県の幼児教育は、園を拠点とする実践的で協働的な

スタイルに生まれ変わった。それは、教職大学院がすで

に実践 していた学校拠点方式と同 じスタイルであった。

公立だけでなく私立の保育園、認定こども園、幼稚園も

巻き込んだ研修の大改革により、幼児教育においても専

門職による学び合 う実践的なコミュニティが形成 され、

リーダーが育成 されていった。

園内 リーダーの育成 と地域ア ドバイザーの育成のため

に、大学院や県教委のスタッフは、協働で園に出向いて

実際の子どもたちの姿や学びを真ん中において協働研究

を積み重ねていった。合同でのカンファレンスのスタイ

ル も教職大学院での学びを応用 したもので、幼児教育関

係者たちは、実に意欲的に互いの実践例をもとに語 り合

った。年々、園内リーダーや地域ア ドバイザーが増えて

いき、研修終 ゴ後も地域でお互いにつながり合って研修

に参画するな ど、 自律的な力量形成が進展 している。

また、福井県教育庁義務教育課のスタッフ自身が、教

職大学院の修了生であった り、拠点校である附属幼稚園

での勤務経験者であったりして、教育行政の担当者の資

質能力も格段に向上 してきている。確かな信頼関係の中

で人 と人がつなが り、安定した人間関係のネ ットワーク

が構築され、数多 くの成果が上がってきている。

私は、平成28年 度か ら平成30年 度の3か 年間、福井

県教育庁義務教育課長 として福井県幼児教育センター長

を兼務 した。歌手の由紀 さお りさんと一緒に童謡を歌

い、 日本語の美 しさを学び合 うような事業を立ちEげ た

り、木のおもちゃを福井県内の多くの園に普及 させた

り、いろいろな思い出がある。

その中で、毎年注 目していた数字がある。それは、福

井県幼児教育センターが開催す る各種研修に参加 した保

育所、認定こども園、幼稚園の割合である。それが、と

うとう100%に なった。公立も私立も含めて、全ての園が

県の研修に参加 して学びを深めたのである。センターを

開設する前では考えられない数字だ。特に私立の園の場

合、利益を優先 というわけでもないのだろうが、数字を

拾ってみると、なかなか研修会に所員を派遣 しにくい状

況があった。それが、100%の 参加 になった。福井大学教

職大学院との協働が、主たる要因である。研修に参加 し

た園内 リーダーの力量向上だけでなく、実際に園訪問を

繰 り返して実践を通 して子 どもの遊びの質を向上させ、

学びに向か う力を培っていったことが評価 された。その

よ うな関係性の深まり、信頼感の向上が背景にあって、

センター主催の各種研修会への参加率が急増 したのであ

る。

福井県の幼児教育をリー ドする幼児教育センターは、

近年、保幼小接続カ リキュラムを作成するだけでなく、

5歳 児 と6歳 児の接続をスムーズに行 うためには、小学
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校の管理職の理解が不可欠であると考え、新任教頭研修

の中に幼児教育の内容 を盛 り込んだ。この中では、園 と

小学校の接続が緊密にな り、スムーズに移行するように

なると学校不適応が激減することも紹介 されてお り、実

践を通 して様 々な成果や課題が明 らかになってきてい

る。

このような福井県教育委員会と福井大学連合教職大学

院の実効性のある連携は、福井県教育委員会の掲げる福

井型18年 教育のモデル となっている。

福井県への教育視察が年々増加 している中で、現在最

も訪問依頼が多いのが、幼児教育に関する視察である。

児童生徒の健全育成には、何より安心 して学び合える環

境が必要不可欠であ り、連携や接続が上手くいけば、不

登校対策だけではなく、学力向上にもつながってい く。

今後も幼児教育セ ンターを福井大学連合教職大学院の

重要な拠点機関の一つとして位置づけ、連携を深めてい

きたい。

2)福 井県特別支援教育センターとの連携

福井県においても発達障害等をかかえた気がか りな

子どもたちが増えてきている。福井県特別支援教育セン

ターは、福井大学連合教職大学の拠点機関の一つであ

り、これまで院生を送 り出すとともに、協働研究を積み

重ねてきている。

働 き方改革が重要な課題 となる今 日、いくらニーズが

あるか らといって、むやみやた らに集合研修を増やすこ

とはできない。

ここでも、教職大学院の学校拠点の考え方が踏襲され

ている。いわゆるアウ トリーチ型の研修で学校規場を支

えてい くスタイルである。教職大学院での学びのスタイ

ルや研修の形が、いろいろな形で福井県の学校に取 り入

れられていき、学校文化になってきてい る。

人的なつなが り、ネ ッ トワー クは前述の幼児教育セ

ンター と同 じである。教職大学院や福井大学教育学部

附属特別支援学校で学んだ経験 のある人が、福井県特

別支援教育センターで リーダー シップをとり、研修を

高度化 させている。

福井県特別支援教育センター の中堅研修 は、福井大

学連合教職大学院 との連携の もと内容 を充実 させてき

ているので、大学院の単位に換算できることとなっ

た。 これ も両機関の協働 による実効性のある連携の大

きな成果 の一つである。

3)福井県教育庁嶺南教育事務所との連携

福井県教育庁嶺南教育事務所も福井大学連合教職大学

院の拠点機関の一つで、現在、指導相談課のスタッフ

が、院生 として学校改革マネジメン トコースに入学 して

きている。

平成29年 度か ら福井県教育庁義務教育課 と嶺南教育

事務所は、管理職から聴 き取 りを繰 り返 し、学力向上に

係る 「学校マネジメン ト集」を作成 した。全小中学校に

配布す るとともに、校長対象のカンファレンスも実施 し

てきた。全小中の校長が 堂 に会 し、少人数によるカン

ファレンスを実施 した。校長は、真剣 に互いの実践を聴

き合い、語 り合い、記録す ることで、会場は熱気に包ま

れた。それは、福井大学のラウン ド・テーブル と同じよ

うな学びの構図であった。 このような取 り組みは、マイ

ケル ・フランの 「Theprincipal」 で紹介 されている

「成果を上げている学校の調査研究」の取 り組みと酷似

している。

嶺南教育事務所は、毎年、研究発表会を開催 し、福井大

学教職大学院で学ぶ所員が、ファシ リテーター役 として

省察的な教師教育を推進 している。

また、嶺南教育事務所は他の機関同様、所員を院生とし

て福井大学教職大学院に派遣 し、研修の高度化に係 る協

働研究を10年 以Eに わたって継続 している。この長期に

わたる取 り組みが、嶺南地域の教育力を確実に向上 させ

てきた。

修了生は教頭、校長、教育行政の管理職 として、嶺南地

域の教育力の向上に寄 与している。福井県の義務教育の

水準の高 さは、学校間格差が少ないことがその要因の一

つであると県議会でも報告 されている。その中で も若手

が多く配置 される嶺南地域の学校の頑張 りは、 目を見張

るものがある。嶺南教育事務の果た してきた役割は大き

く、今後も大学 とのコラボ レーシ ョンによる教師教育の
一層の向上が期待 される

。

5.お わりに

昨今、教師の長時間労働が話題 とな り、教育行政によ

る教員の勤務時間の管理が一層強まってきている。教育

委員会は数値 目標を掲げて、管理職 に残業時間を継続的

に報告させ、働き方改革を推進 しようとしている。

しか し、 どの県においても、なかなか思 うよ うな結果

が出ていない。管理職の意識改革の遅れが、大きな要因

だとい うことで管理職を対象 とした指導や研修が繰 り返

されてきている。

組織マネジメン トを教師教育として実践研究 してきて

いる福井大学教職大学院であれば、このことについても

明確な方向性を提示する責任がある。結論から言えば、

不安定で不確実な未来社会においては、 一層教育の質の

向上が求め られるとい うことである。働き方改革の中で

タイムマネジメン トの意識改革 を推進 したり、組織マネ

ジメン トやカ リキュラム ・マネジメン トの創意工夫を進

展 させた りすることについては、何らやぶ さかではな

い。大胆に断行 しなければならないことが数多 くあるだ

ろ う。

しか し、だか らと言って何でも手当た り次第に無くせ

ばいいとい うものではない。 これまで福井県の先人たち

が大切に して育んできた教師集団の協働による実践研究

については、何 としても堅持 しなければならない。それ

242StudiesinandonTeacherEducation,Vol.12,2019.6



教師教育研究 第12巻

が、未来の教育における生命線であるからだ。

福井県においては、これか らも 「プロフェッシ ョナ

ル ・ラーニング ・コミュニティ」の実現に向けて、福井

大学教職大学院 と福井県教育委員会が実効性のある連携

を一層推進することを心から期待 したい。
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